



























               研究目的
 筋萎縮性側索硬化症 (ALS) は上位および下位運動ニューロンを障害 し, 筋萎縮を主徴とする
 原因不明の難治疾患である。 古来さまざまな治療法が試みられているが, いまだ有効な治療法は
 確立 していない。 我々 はこれまで, 上位運動ニューロン障害や下位運動ニューロ ン障害の萎縮筋
 に対して, 治療的電気刺激 (TES) を行い, 筋萎縮の改善を認めてきた。 今回我々は, 筋萎縮の
 抑制を目的として, 26 例の ALS 患者の萎縮筋に対して TES を行い, その臨床的効果を検討した。
              研究方法
 《対象》 EI Escorial Criteriaによりdefinite ALS あるいは probable ALS と診断されている
 患者 26例 (男性19 例, 女性7例)。 平均年齢 55.7才 (37～87 才), 平均羅病期間3年3カ月
 (9 カ月～12 年4カ月), 厚生省特定疾患重症度分類にて stage 3-7 であった。 TES は3カ月～2
 年6 カ月 施行 した。
 《方法》 四肢の筋および神経に, 我々の開発 した貫皮的筋内埋め込み電極を刺入した。 刺激装置
 として, 我々の開発 したコンピュータ制御多チャ ンネル刺激装置を用いた。 刺入術後一定期間の
 安静ののち, 刺激を開始 し, 1回 5-10 分1日6回 TES 訓練を行った。
 TES 治療を行う前後に, 筋力・二次元動作解析・骨格筋 CT による評価を行った。
              研究結果
 1) 短期効果;26 例中 13例で, TES 治療開始1ヵ月以内の早期か ら, 随意性の改善や日常生活
 動作の改善が認められた。 骨格筋 CT においても, 早期から断面積の変化を示す症例が認められ
 た。 14例中 11 例で断面積の増加ないし維持が認められ, 1ヵ月後の平均断面積は, TES 開始前
 と比較して 10L5%であった。 筋力においては, TES 開始後早期から, 大半の筋の増加ないし維
 持を認める症例が3例認め られた。
 2) 長期効果;11例にっき, 6ヵ月以上の効果を検討した。 骨格筋 CT は, 7例 20筋を検討し
 たが, 6ヵ月後の平均断面積は TES 開始前の 91.8%であ り, 55%の筋において断面積は増加な
 いし維持を示した。 TES 開始後筋の断面積が増加 し, 22 ヵ月後もそのまま維持している症例も
 認め られた。
 筋力に関 しては, 長期間の観察中に, 次第に低下していく症例が多く認められたが, 大半の筋
 の筋力が増加ない し維持されている症例が2例認め られた。
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 症例の中には, 随意的な筋力と比して, 電気刺激による筋力のほうが優っている症例も数例認
 め られ た。
               考察
 電気刺激治療は, 上位運動ニューロン障害や一部の下位運動ニューロン障害に適応され, 痙性
 の改善や筋萎縮改善効果が報告されている。 これらは, 電気刺激の求心性効果と遠心性効果によ
 る ものと考え られている。
 ALS 患者への TES によ り, 早期から半数の症例において随意性や日常生活動作の改善および
 筋力の増加や, CT 所見上筋断面積の増加を認める症例が認められた。 これらは廃用性筋萎縮の
 改善効果や TES の求心性効果によるものと考え られた。
 長期間の TES 後の検討では, 筋力や筋容量の改善あるいは維持を示す症例が認められた。 こ
 れは, つねに進行性の経過をたどる ALS においては, 重要な所見と考えられる。 この効果には,
 TES の遠心性効果やその他の要因が考えられる。 しか し, 症例数が少なく, 観察期間も短期で
 あるため, ALS に対する TES の効果については, さらなる研究が必要であろう。
 さらに, 症例の中には, 電気刺激による筋力が随意筋力を上回る症例も認められ, 機能的電気
 刺激 (FES) の応用の可能性が示唆さ れた。
              結論
 ALS に対 し, 電気刺激治療は有効である可能性があると思われる。.
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 審査結果の要旨
 筋萎縮性側索硬化症 (ALS) は, 上位および下位運動ニューロン.を障害し, 筋萎縮を主徴とす
 る原因不明の難治疾患である。 古来, 様々な治療法が試行されているが, 有効な治療法は未だ確
 立されていない。 一方, 上位および下位運動ニューロン障害における筋萎縮に対して, 治療的電
 気刺激 (TES) が行われ, 筋萎縮の改善が認められている。 本研究は, ALS に対して, その筋
 萎縮の進行抑制を目的'と して TES を試み, その臨床的効果を検討したものである。
 本研究では, 26 例の ALS 患者に対 して, 貫皮的筋内埋め込み電極を用いて3ヵ月から最長2
 年6ヵ月間 TES を行い, 筋力・二次元動作解析・骨格筋 CT によって評価を行っている。 TES
 開始後1ヵ月以内の早期から, 26 例中 13 例の症例で, 随意運動の改善および日常生活動作の改
 善が認められている。 これらの症例では, 筋力の増加ないし維持, および骨格筋 CT における筋
 断面積の増加ないし維持も認められた。 これらの短期における効果は, TES による廃用性筋萎
 縮の改善効果や, TES の求心性効果による可能性がある。
 6ヵ月以上の長期 TES の効果は, 11 例で検討されている。 骨格筋 CT では, 45%の筋におい
 て筋断面積の維持ないし増加が認められた。 また, 筋力の維持ないし増加を示 した症例が2例認
 められている。 これらの所見は, つねに進行性の経過をたどるとされて いる ALS においては極
 めて重要であり, TES による遠心性効果その他の要因による効果が推察されるが, 症例数が少
 なく観察期間 も短期間であることか ら, さらなる研究が必要であろう。
 更に, 症例によっては, 随意的な筋力と比して, 電気刺激による筋力のほうが優っている症例
 も数例認められており, 機能的電気刺激 (FES) の応用による, 介助者の負担の軽減や呼吸ぺ一
 シングの可能性が示唆される。
 ALS では, 骨格筋のすべてが萎縮し, 随意運動が全く不可能になるにも関わらず, 意識およ
 び感覚は最期にいたるまで正常であり, 医療の進歩により延命が可能になっているだけに, 日常
 生活動作の維持や患者の QOL の向上は, 患者および家族にとっては極めて重要である。 従って
 ALS に対する治療法を検討することは, 医学的のみならず社会的にも非常に重要であると考え
 られる。
 以上のように, 本研究は, 難治疾患である ALS に対する電気刺激治療の有効性を示唆するも
 のとして大変貴重な研究であり, 学位論文に値すると判断される。
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